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る答えの宣言，② 条件の整理，③ 図，④ 立式の理由，⑤ 立式，⑥ 答」の順序で記述す
ればよい。欧米ではどのように教育されているかといえば，ドイツの教科書（Element der 
Mathematik, 2015）には，具体的な回答例の記載があり，「① 与えられた条件，② 求める
答え，③ 検討する図，④ 計算式，⑤ 結果」のように内容・順序が明記されており，ほぼ
加藤ら（2016）の提案と同じである（加藤，2019）。
記述式の問題への解答での表現方法は，他の分野で実によく研究されている表現がある。























































［1］　Takashi KATOU, ‘Effects of diagrams showing relationships between variables in solutions to prob-
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